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十
二
月
十
四
日
、
十
七
日
、
十
八
日
、
十
九
日
の
本
会
議
で
は
、

市
政
一
般
に
つ
い
て
五
十
五
人
の
議
員
が
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
主
な
質
問
と
答
弁
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
発
言
順
） 

十
二
月
十
四
日 

       

●
日
本
医
科
大
学
武
蔵
小
杉
病
院
の
開
発
計
画 

　
　
　
駅
北
側
に
広
大
な
用
地
を
有
す
る
日
本

医
科
大
学
武
蔵
小
杉
病
院
の
再
開
発
の
動
向
は
。 

　
　
　
病
院
棟
部
分
は
「
暮
ら
し
と
賑
わ
い
」
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
部
分
は
「
医
療
と
文
教
」
、
大
学

校
舎
部
分
は
「
福
祉
と
暮
ら
し
」
の
ゾ
ー
ン
と

し
て
活
用
し
た
い
考
え
で
あ
る
と
伺
っ
て
い
る
。 

●
等
々
力
緑
地
か
ら
多
摩
川
へ
の
ア
ク
セ
ス 

　
　
　
公
園
か
ら
多
摩
川
へ
の
歩
行
者
の
安
全

確
保
を
検
討
す
べ
き
だ
が
見
解
は
。 

　
　
　
市
街
地
と
一
体
と
な
っ
た
身
近
な
多
摩

川
を
創
出
す
る
た
め
、
国
の
ス
ー
パ
ー
堤
防
事

業
と
連
携
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。 

                 

●
南
武
線
の
増
発 

　
　
　
十
九
時
か
ら
二
十
三
時
台
の
立
川
方
面

行
き
電
車
の
ダ
イ
ヤ
増
は
可
能
か
。 

　
　
　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
要
望
し
十
九
年
三
月
に

昼
間
時
間
帯
の
増
発
が
実
現
し
た
。
今
後
夜
間

の
増
発
を
中
心
に
輸
送
力
増
強
を
働
き
掛
け
る
。 

●
小
杉
再
開
発
に
伴
う
通
学
路
の
安
全
確
保 

　
　
　
向
河
原
踏
切
か
ら
下
沼
部
交
差
点
間
の

安
全
通
行
路
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
状
況
は
。 

　
　
　
現
地
調
査
を
実
施
し
た
上
で
、
十
八
年

十
一
月
か
ら
向
河
原
駅
前
踏
切
に
臨
時
交
通
整

理
員
を
配
置
し
、
児
童
の
安
全
確
保
を
図
っ
て

い
る
。 

     

●
久
地
駅
・
宿
河
原
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化 

　
　
　
工
事
の
進
捗
状
況
は
。 

　
　
　
久
地
駅
は
十
九
年
度
末
ま
で
に
三
基
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
設
置
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

宿
河
原
駅
は
三
基
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
二
十
年

度
に
設
置
す
る
予
定
と
伺
っ
て
い
る
。 

●
多
摩
区
の
「
水
と
緑
」
の
ま
ち
づ
く
り 

　
　
　
次
世
代
に
貴
重
な
財
産
で
あ
る
水
を
残

す
施
策
を
進
め
る
べ
き
だ
が
市
長
の
見
解
は
。 

　
　
　
地
域
の
特
徴
で
あ
る
水
と
緑
の
保
全
に

努
め
、
市
民
が
誇
り
に
思
い
、
い
つ
ま
で
も
住

み
続
け
た
い
と
感
じ
ら
れ
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り

が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。 

     

●
海
外
へ
の
自
転
車
提
供
活
動 

　
　
　
国
際
交
流
団
体
の
活
動
が
継
続
で
き
る

よ
う
支
援
す
べ
き
だ
が
市
長
の
見
解
は
。 

　
　
　
市
民
主
体
の
国
際
協
力
が
さ
ら
に
活
発

化
し
相
互
理
解
や
友
好
が
深
ま
る
よ
う
総
合
的

観
点
か
ら
支
援
や
環
境
整
備
に
努
め
る
。 

●
普
通
ご
み
の
収
集 

　
　
　
収
集
回
数
が
変
更
さ
れ
収
集
の
時
間
が

遅
く
な
っ
た
が
市
長
は
ど
う
考
え
る
か
。 

　
　
　
今
後
も
サ
ー
ビ
ス
の
安
定
性
や
継
続
性

を
確
認
し
た
上
で
、
な
お
一
層
の
民
間
委
託
を

推
進
す
る
な
ど
、
廃
棄
物
処
理
事
業
の
合
理
化
・

効
率
化
を
進
め
て
い
く
。 

     

●
農
業
振
興
地
域
の
あ
り
方 

　
　
　
違
反
転
用
が
後
を
絶
た
な
い
が
防
止
に

向
け
た
市
長
の
考
え
は
。 

　
　
　
現
在
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
見
直

し
を
行
っ
て
お
り
、
庁
内
検
討
会
議
を
早
期
に

設
置
し
、
農
業
振
興
策
や
土
地
利
用
計
画
の
あ

り
方
な
ど
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。 

●
公
有
地
の
売
り
払
い 

　
　
　
価
格
が
高
額
だ
が
算
定
方
法
は
。 

　
　
　
単
独
利
用
が
可
能
な
土
地
は
一
般
公
募

な
ど
に
か
け
る
場
合
、
不
動
産
鑑
定
評
価
額
を

参
考
に
し
、
困
難
な
土
地
は
地
価
公
示
地
の
価

格
な
ど
を
も
と
に
算
出
し
て
い
る
。 

     

●
リ
ユ
ー
ス
食
器
の
普
及 

　
　
　
等
々
力
陸
上
競
技
場
や
各
種
イ
ベ
ン
ト

で
の
導
入
へ
の
取
り
組
み
は
。 

　
　
　
食
器
洗
浄
に
か
か
る
コ
ス
ト
や
衛
生
管

理
上
の
問
題
な
ど
課
題
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
の
成
果
や
他
都
市
の
導
入
状
況
な
ど

を
検
証
し
普
及
促
進
に
努
め
る
。 

●
川
崎
国
際
生
田
緑
地
ゴ
ル
フ
場
の
ク
ラ
ブ
ハ

ウ
ス
建
て
替
え 

　
　
　
市
民
以
外
の
利
用
者
か
ら
も
意
見
を
取

り
入
れ
る
べ
き
と
考
え
る
が
。 

　
　
　
市
外
か
ら
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
や
緑
地
利
用

者
な
ど
の
意
見
も
含
め
伺
っ
て
い
く
。 

                 

●
川
崎
駅
東
口
バ
ス
運
行
計
画 

　
　
　
西
口
北
タ
ー
ミ
ナ
ル
へ
移
転
し
た
バ
ス

路
線
の
一
部
を
平
日
昼
間
、
東
口
路
線
の
増
便

に
向
け
ら
れ
な
い
か
。
検
討
状
況
な
ど
は
。 

　
　
　
二
十
年
四
月
の
ダ
イ
ヤ
改
正
で
、
東
口

経
由
臨
海
部
方
面
へ
の
直
通
便
を
現
行
の
七
本

か
ら
八
本
に
増
や
す
よ
う
検
討
し
て
い
る
。 

●
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
あ
り
方 

　
　
　
今
後
の
広
報
広
聴
の
向
上
に
向
け
た
取

り
組
み
は
。 

　
　
　
十
九
年
度
内
に
運
用
の
課
題
を
検
証
し

制
度
運
営
に
反
映
さ
せ
、
各
局
区
へ
周
知
徹
底

し
、
意
見
を
出
し
や
す
い
環
境
整
備
に
努
め
る
。 

     

●
人
工
透
析
患
者
へ
の
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
交
付 

　
　
　
タ
ク
シ
ー
の
初
乗
り
料
金
値
上
げ
で
影

響
が
出
て
い
る
。
必
要
枚
数
助
成
す
べ
き
で
は
。 

　
　
　
市
は
こ
れ
ま
で
も
割
増
交
付
を
行
い
助

成
し
て
き
た
が
、
利
用
ニ
ー
ズ
や
実
態
を
把
握

し
交
付
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。 

●
川
崎
区
の
ま
ち
づ
く
り
と
環
境
対
策 

　
　
　
ぜ
ん
息
の
児
童
が
増
え
続
け
て
い
る
が

発
生
源
抑
制
へ
の
対
策
は
。 

　
　
　
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
の
運
行
規
制
や
低
公
害

車
の
普
及
促
進
な
ど
の
対
策
を
講
じ
、
今
後
も

京
急
大
師
線
連
続
立
体
交
差
事
業
な
ど
の
整
備

を
進
め
総
合
的
な
環
境
対
策
に
取
り
組
む
。 

     

●
商
店
街
の
子
育
て
支
援 

　
　
　
多
摩
区
で
取
り
組
む
商
店
街
は
。 

　
　
　
多
摩
区
の
登
戸
東
通
り
商
店
会
で
は
、

地
元
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
が
週
に
二
日
「
親
子
ひ
ろ

ば
」
を
運
営
し
、
親
子
の
出
会
い
の
場
、
情
報

交
換
の
場
の
提
供
を
行
っ
て
い
る
。
市
で
は
自

主
的
な
活
動
を
支
援
し
て
い
き
た
い
。 

●
多
摩
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
二
十
二
年
に
開
館
と
の
こ
と
だ
が
西
菅

公
園
一
帯
や
野
球
場
な
ど
の
管
理
運
営
は
。 

　
　
　
開
館
に
合
わ
せ
教
育
委
員
会
へ
の
所
管

換
え
を
行
い
、
多
摩
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
施

設
と
し
て
一
体
的
に
管
理
運
営
を
行
う
。 

     

●
南
武
線
連
続
立
体
交
差
事
業 

　
　
　
新
実
行
計
画
素
案
に
明
文
化
さ
れ
た
が

今
後
三
年
間
の
取
り
組
み
は
。 

　
　
　
国
や
Ｊ
Ｒ
東
日
本
な
ど
と
の
協
議
に
向

け
た
素
案
作
成
や
各
素
案
の
比
較
検
討
、
事
業

効
果
の
把
握
や
現
況
調
査
な
ど
が
必
要
と
な
る
。 

●
南
武
線
連
続
立
体
交
差
事
業
の
費
用
負
担 

　
　
　
国
や
市
な
ど
の
負
担
割
合
は
。 

　
　
　
高
架
方
式
の
場
合
十
％
を
鉄
道
事
業
者

が
負
担
し
、
残
り
九
十
％
を
都
市
計
画
事
業
者

が
負
担
す
る
が
、
補
助
金
や
交
付
金
と
し
て
半

分
が
国
に
よ
り
負
担
さ
れ
、
最
終
的
に
は
負
担

割
合
は
全
体
事
業
費
の
四
十
五
％
程
度
と
な
る
。 

     

●
マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク 

　
　
　
バ
ッ
ジ
も
し
く
は
ペ
ン
ダ
ン
ト
に
し
て

配
布
す
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
は
。 

　
　
　
今
後
妊
産
婦
へ
の
優
し
い
環
境
づ
く
り

を
推
進
す
る
中
で
シ
ー
ル
以
外
の
配
布
方
法
な

ど
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。 

          

●
ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
へ
の
規
制 

　
　
　
駐
輪
の
マ
ナ
ー
問
題
な
ど
が
発
生
し
て

お
り
、
市
の
指
導
要
綱
の
適
用
対
象
を
広
げ
厳

し
く
す
べ
き
だ
が
見
解
は
。 

　
　
　
駐
輪
場
設
置
台
数
は
調
査
し
実
態
把
握

に
努
め
、
管
理
基
準
や
適
用
範
囲
の
拡
大
な
ど

は
他
都
市
の
事
例
を
調
査
検
討
す
る
。 

     

●
小
規
模
認
可
保
育
所 

　
　
　
役
割
と
利
用
対
象
は
。 

　
　
　
駅
周
辺
の
利
便
性
の
高
い
地
域
に
一
歳

児
か
ら
就
学
前
児
童
を
対
象
に
定
員
三
十
人
の

保
育
所
を
整
備
し
二
十
時
ま
で
の
延
長
保
育
を

実
施
す
る
な
ど
保
育
需
要
に
対
応
し
て
い
く
。 

●
小
規
模
認
可
保
育
所
の
法
人
募
集 

　
　
　
今
回
の
募
集
は
公
が
行
う
法
人
募
集
の

公
平
性
を
欠
い
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。 

　
　
　
小
規
模
認
可
保
育
所
の
設
置
経
過
な
ど

の
検
証
を
含
め
、
緊
急
対
応
施
策
の
進
捗
状
況

や
認
可
保
育
所
の
建
設
状
況
に
つ
い
て
改
め
て

健
康
福
祉
委
員
会
に
報
告
す
る
。 

     

●
旅
費
支
給
条
例 

　
　
　
宿
泊
代
の
領
収
証
添
付
や
基
準
額
の
見

直
し
は
。 

　
　
　
今
後
民
間
の
状
況
を
勘
案
す
る
と
と
も

に
、
国
や
他
都
市
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
検

討
し
て
い
き
た
い
。 

●
犬
の
鑑
札 

　
　
　
公
募
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
鑑
札
や
注
射
済

票
作
成
へ
の
取
り
組
み
は
。 

　
　
　
装
着
率
の
向
上
が
図
れ
る
よ
う
、
装
着

し
や
す
い
形
状
や
材
質
な
ど
が
必
要
で
あ
り
、

デ
ザ
イ
ン
の
公
募
な
ど
も
考
慮
し
な
が
ら
鑑
札

な
ど
の
改
善
に
向
け
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。 

     

●
市
職
員
へ
の
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策 

　
　
　
ア
ス
ベ
ス
ト
の
取
り
扱
い
に
従
事
し
て

き
た
職
員
の
不
安
を
取
り
除
く
取
り
組
み
は
。 

　
　
　
専
門
医
の
指
導
の
も
と
、
ア
ス
ベ
ス
ト

業
務
の
調
査
を
し
、
従
事
職
員
の
不
安
解
消
に

努
め
て
き
た
。
今
後
も
相
談
な
ど
対
応
を
図
る
。 

●
知
的
障
害
者
の
就
労
支
援 

　
　
　
市
の
知
的
障
害
者
雇
用
へ
の
対
応
は
。 

　
　
　
書
類
の
整
理
、
簡
易
な
パ
ソ
コ
ン
入
力

な
ど
で
知
的
障
害
者
が
従
事
す
る
こ
と
が
適
当

と
思
わ
れ
る
業
務
の
有
無
に
つ
い
て
調
査
し
、

新
た
な
雇
用
の
創
出
に
向
け
て
関
係
局
と
協
議

を
進
め
て
い
く
。 
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＊ 

◆
ス
ー
パ
ー
堤
防 

　
決
壊
に
よ
る
被
害
を
防
ぐ
た
め
、
堤
防
の

市
街
地
側
に
盛
り
土
を
し
て
、
堤
防
の
幅
を

高
さ
の
三
十
倍
程
度
に
広
げ
た
堤
防
で
す
。

広
く
な
っ
た
堤
防
の
上
は
通
常
の
土
地
利
用

が
可
能
に
な
り
ま
す
。 

◆
農
業
振
興
地
域 

　
自
然
的
・
経
済
的
・
社
会
的
諸
条
件
を
考

慮
し
て
総
合
的
に
農
業
振
興
を
図
る
こ
と
が

必
要
と
認
め
ら
れ
る
地
域
を
い
い
ま
す
。 

◆
リ
ユ
ー
ス
食
器 

　
使
い
捨
て
の
紙
コ
ッ
プ
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

容
器
の
替
わ
り
と
し
て
、
何
度
も
繰
り
返
し

洗
っ
て
使
用
で
き
る
食
器
を
い
い
ま
す
。 

マタニティマーク 

生田緑地ゴルフ場のクラブハウス 

等々力公園 

＊ 

＊ 

山
田
　
益
男 

　
　
　
（
民
主
党
） 


